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濡れてはいないのですが、なんとも言え
ない気持ち悪さをぬぐいきれませんでし
た。『とりあえず、トイレのドアの前か
ら移動しよう』と、少しずつ歩きだしま
した。少し歩くだけでも濡れた部分が冷
たく、不快な感覚でした。先ほど座って
いた椅子まで辿り着きましたが、『ずれ
て漏れてしまうのではないか』となかな
か座る勇気が出ませんでした。座ってみ
ても漏れることはなかったのですが、気
のせいかアンモニア臭がうっすらとして
いるような気持ちになりました。またそ
のまま座っていましたが、気になって気
になって何も手につかなくなってしまい、
シャワーを浴びるべくお風呂場まで直行
しました。

実際に履いてみた！（パンツタイプ）
　次にパンツタイプを使用してみたとこ
ろ、ゴワゴワしていましたが、夜用ナプ
キンのような感覚でした。こちらも同じ
ようにしばらくすると違和感は感じなく
なりました。尿意を感じ、そのまま排尿
するとテープ型とは異なり、漏れてしま
いました。先ほどと同様に立ったままの
排尿でしたが、ツーっと太腿に流れてく
る感覚はとても不快でした。なぜ漏れた
のか、おむつを確認してみるとLサイズ
となっていました。漏れないためにもサ
イズは重要だということを改めて実感し
ました。

紙おむつの感想
　最初に生理用ナプキンと同じようなも
のだろうと考えていましたが、精神的な

部分が大きく違うということがわかりま
した。月経血は意図せずに出ますが、尿
は違います。尿意を感じていなかったと
しても、排尿をしているという感覚があ
れば、とても不快な気分になるだろうと
思いました。また、おむつのまま外出で
きるか、と考えると不安に感じます。薄
いものや臭いがなくなるものなど、さま
ざまなものが開発されていることは知っ
ていますが、やっぱり排尿はトイレでや
りたいと痛感しました。
　適切なおむつを選び、適切な着用を行
えば、おむつの機能自体はやはり素晴ら
しいものなのだと感じました。洋服やシー
ツは濡れることなく、おむつを捨てる
ことで環境は清潔に保てます。使い続け
ることで、違和感や排尿する不快感も薄
れていくのだとも思います。しかしなが
ら、それは自身の生活機能の低下を認め
ることであり、仕方がないことだとして
も精神的には辛いものです。したがって、
単に排泄機能に障害があるからおむつを
使用するというケアにつなげるのではな
く、なるべくおむつを使わずにトイレで
の排泄を検討すべきなのだと思いました。
2018年の介護報酬改定で、介護施設入
所者の自立した排泄を支援する体制を評
価する「排せつ支援加算」が新設されま
した。そして、2021年介護報酬改定では、
利用者の自立排泄が達成された場合にア
ウトカム評価をする加算が新たに創設さ
れています１）。対象者に寄り添い、生活
の質を向上させるための排泄ケアを考え、
提供する必要性を改めて実感しました。
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おむつ体験の最初の印象
　今回、使い捨ておむつを履いて体験レ
ポートを書いて欲しい、というお話を聞
いたとき、はじめは好奇心のほうが勝っ
ていました。『CMでは良いおむつが開発
されているようだし、生理のときのナプ
キンと同じ感覚で大丈夫だろう』と考え
ていました。しかしながら、実際におむ
つを手渡され、自宅に持ち帰って、いざ
つけることを考えると、『排尿したらど
うやってきれいにすればいいんだろう』『片
付けるときは、どのように捨てればいい
んだろう』と、不安と心配が押し寄せて
きました。

実際に履いてみた！（テープタイプ）
　装着時間はお昼を食べる前、12:30頃
でした。まず、着用に時間がかかりまし
た。テープでしっかりと固定しているた

め安心感があり、時間が経つと慣れてきて、
そこまで違和感を感じませんでした。し
かしながら、尿意を感じることなく１時
間…２時間…と時間が過ぎていきました。
いつもであれば、お昼ご飯を食べた後は
尿意を感じるはずですが、精神的なもの
なのか、なかなか尿意を感じませんでした。

いざ…!!
　そのまま座って作業していると、強い
尿意を感じました。排尿しようと思いま
したが、座ったままだと漏れてしまい、
椅子が濡れていまうのではないかと不安
に思い、立ち上がり、自然とトイレへと
向かって歩いていました。『体験するため』
とトイレのドアの前で立ったままおむつ
に排尿しました。なんとも言えない生温
かいものが広がっていることを感じ、重
みを感じました。ズボンを触ってみても
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